
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】テレメータシステムにおいて、端末側装置への

プログラムのダウンロードをセンタ側装置で一括管理し

、端末側装置に発生する通信コストを低減する。

【解決手段】センタ側装置１２が、端末側装置１０にダ

ウンロードしたプログラムのバージョン情報を要求する

ための要求信号を送信すると、端末側装置１０の端末側

制御部２０は、記憶部２１に格納されたプログラムのバ

ージョン情報を取得し、通信部１８を介してセンタ側装

置１２に、ショートメッセージサービス等を利用して送

信する。センタ側装置１２では、取得したバージョン情

報に基づき、プログラムのダウンロードが適切に行われ

たか否かを確認する。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 中 央 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 と 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 通 信 回 線 を 介 し て 接 続 さ れ た 端 末 側 装 置 と 、
を 含 む テ レ メ ー タ シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 は 、
　 前 記 端 末 側 装 置 に 対 し て プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る 送 信 手 段 と 、
　 前 記 プ ロ グ ラ ム を 送 信 し て か ら 所 定 時 間 経 過 後 に 、 送 信 し た プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を
シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス を 利 用 し て 取 得 す る 情 報 取 得 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る テ レ メ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の テ レ メ ー タ シ ス テ ム に お い て 、 前 記 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 は 、 当 該 プ
ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 で あ る こ と を 特 徴 と す る テ レ メ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ 記 載 の テ レ メ ー タ シ ス テ ム に お い て 、 前 記 セ ン タ 側 装 置 は 、 前
記 端 末 側 装 置 と の 間 の 通 信 状 態 を 確 認 す る 通 信 状 態 確 認 手 段 を 有 し 、 前 記 送 信 手 段 は 、 前
記 通 信 状 態 が 所 定 レ ベ ル 以 上 の 場 合 に プ ロ グ ラ ム の 送 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る テ レ メ ー
タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 記 載 の テ レ メ ー タ シ ス テ ム に お い て 、 前 記 情 報 取
得 手 段 は 、 前 記 送 信 手 段 が プ ロ グ ラ ム の 送 信 を 行 う 前 に 前 記 端 末 側 装 置 に 保 持 さ れ て い る
プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 取 得 し 、 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 情 報 取 得 手 段 が 取 得 し た バ
ー ジ ョ ン 情 報 と 送 信 し よ う と し て い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 と を 比 較 し 、 前 記 両 バ
ー ジ ョ ン 情 報 が 異 な る 場 合 に プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る テ レ メ ー タ シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の テ レ メ ー タ シ ス テ ム に お い て 、 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 送 信 し よ う と し て
い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 が 前 記 端 末 側 装 置 に 保 持 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ
ョ ン 情 報 よ り も 新 し い 場 合 に プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る テ レ メ ー タ シ ス テ ム
。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ５ の い ず れ か 一 項 記 載 の テ レ メ ー タ シ ス テ ム に お い て 、 前 記 情 報 取
得 手 段 が プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を 取 得 す る 前 に 待 機 す る 時 間 は 、 少 な く と も 数 十 分 で あ
る こ と を 特 徴 と す る テ レ メ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ 】
　 中 央 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 と 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 通 信 回 線 を 介 し て 接 続 さ れ た 端 末 側 装 置 と 、
を 含 む テ レ メ ー タ シ ス テ ム で あ っ て 、
　 前 記 端 末 側 装 置 は 、
　 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 通 知 す
る 、 バ ー ジ ョ ン 情 報 通 知 手 段 と 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 か ら 送 信 さ れ る 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム と は 異 な る バ
ー ジ ョ ン の プ ロ グ ラ ム を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、
を 備 え 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 は 、
　 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、
　 前 記 端 末 側 装 置 か ら プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 取 得 す る 情 報 取 得 手 段 と 、
　 前 記 取 得 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 と 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情
報 と を 比 較 し 、 バ ー ジ ョ ン が 異 な る 場 合 に 、 前 記 端 末 側 装 置 に 対 し て 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶
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さ れ た プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る 送 信 手 段 と 、
を 備 え る こ と を 特 徴 と す る テ レ メ ー タ シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ 】
　 中 央 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 と 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 通 信 回 線 を 介 し て 接 続 さ れ た 端 末 側 装 置 と 、
を 含 む テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 制 御 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 が 、
　 前 記 端 末 側 装 置 に 対 し て プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る ス テ ッ プ と 、
　 前 記 プ ロ グ ラ ム を 送 信 し て か ら 所 定 時 間 経 過 後 に 、 送 信 し た プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を
シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス を 利 用 し て 取 得 す る ス テ ッ プ と 、
を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 中 央 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 と 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 通 信 回 線 を 介 し て 接 続 さ れ た 端 末 側 装 置 と 、
を 含 む テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 制 御 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
　 前 記 セ ン タ 側 装 置 が 、
　 前 記 端 末 側 装 置 に 対 し て プ ロ グ ラ ム を 送 信 し 、
　 前 記 プ ロ グ ラ ム を 送 信 し て か ら 所 定 時 間 経 過 後 に 、 送 信 し た プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を
シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス を 利 用 し て 取 得 す る 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る テ レ メ
ー タ シ ス テ ム の 制 御 プ ロ グ ラ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 遠 隔 地 に あ る 端 末 側 装 置 の 動 作 プ ロ グ ラ ム の 更 新 を セ ン タ 側 装 置 で 一 括 管 理
で き る テ レ メ ー タ シ ス テ ム 、 テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 制 御 方 法 及 び プ ロ グ ラ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 遠 隔 地 に あ る 各 種 施 設 を 監 視 し 、 制 御 す る た め に テ レ メ ー タ シ ス テ ム が 使 用
さ れ て い る 。 テ レ メ ー タ シ ス テ ム で は 、 遠 隔 地 に あ る 各 種 施 設 に 端 末 側 装 置 （ 子 局 ） を 設
置 し 、 こ の 端 末 側 装 置 か ら 中 央 で 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 （ 親 局 ） に 各 種 監 視 対 象 情
報 を 送 信 す る 構 成 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な テ レ メ ー タ シ ス テ ム に お い て 、 上 記 端 末 側 装 置 の 動 作 プ ロ グ ラ ム を 更 新 す る
場 合 に は 、 例 え ば セ ン タ 側 装 置 か ら 該 当 す る プ ロ グ ラ ム を 端 末 側 装 置 に 通 信 回 線 を 介 し て
ダ ウ ン ロ ー ド す る 構 成 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 下 記 特 許 文 献 １ に は 、 端 末 装 置 に ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て ダ ウ ン ロ ー ド し た プ ロ
グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 に 基 づ き 、 現 在 使 用 中 の プ ロ グ ラ ム よ り 新 し い バ ー ジ ョ ン の と き
に ダ ウ ン ロ ー ド し た プ ロ グ ラ ム に 書 き 換 え る 端 末 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ２ ８ ２ ６ ８ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 上 記 従 来 の 技 術 に お い て は 、 プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 端 末 側 装 置 に お い
て 確 認 す る 構 成 と な っ て お り 、 セ ン タ 側 装 置 で 一 括 管 理 す る こ と が で き な か っ た 。 こ れ は
、 端 末 側 装 置 の デ ー タ 処 理 能 力 が 高 く な い テ レ メ ー タ シ ス テ ム に は 適 さ な い 構 成 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 端 末 側 装 置 か ら セ ン タ 側 装 置 に 上 記 バ ー ジ ョ ン 情 報 等 を 通 知 し よ う と す る と 、 端
末 側 装 置 に 通 信 コ ス ト が 発 生 す る の で 、 端 末 側 装 置 の ユ ー ザ が 負 担 す る ラ ン ニ ン グ コ ス ト
が 高 く な る と い う 問 題 も あ っ た 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 の 課 題 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 端 末 側 装 置 へ の プ
ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド を セ ン タ 側 装 置 で 一 括 管 理 が で き 、 端 末 側 装 置 に 発 生 す る 通 信 コ
ス ト を 低 減 す る こ と が で き る テ レ メ ー タ シ ス テ ム 、 テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 制 御 方 法 及 び プ
ロ グ ラ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 中 央 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 と 、 前 記 セ ン
タ 側 装 置 に 通 信 回 線 を 介 し て 接 続 さ れ た 端 末 側 装 置 と 、 を 含 む テ レ メ ー タ シ ス テ ム で あ っ
て 、 前 記 セ ン タ 側 装 置 は 、 前 記 端 末 側 装 置 に 対 し て プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る 送 信 手 段 と 、 前
記 プ ロ グ ラ ム を 送 信 し て か ら 所 定 時 間 経 過 後 に 、 送 信 し た プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を シ ョ
ー ト メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス を 利 用 し て 取 得 す る 情 報 取 得 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 構 成 に よ れ ば 、 端 末 側 装 置 へ の プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド を セ ン タ 側 装 置 で 一 括 管
理 す る こ と が で き る 。 ま た 、 シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス を 利 用 す る こ と に よ り 、 端 末 側
装 置 に 発 生 す る 通 信 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 上 記 プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 は 、 当 該 プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 セ ン タ 側 装 置 は 、 前 記 端 末 側 装 置 と の 間 の 通 信 状 態 を 確 認 す る 通 信 状 態 確 認
手 段 を 有 し 、 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 通 信 状 態 が 所 定 レ ベ ル 以 上 の 場 合 に プ ロ グ ラ ム の 送 信
を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 上 記 情 報 取 得 手 段 は 、 前 記 送 信 手 段 が プ ロ グ ラ ム の 送 信 を 行 う 前 に 前 記 端 末 側 装
置 に 保 持 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 取 得 し 、 前 記 送 信 手 段 は 、 前 記 情 報 取
得 手 段 が 取 得 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 と 送 信 し よ う と し て い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 と
を 比 較 し 、 前 記 両 バ ー ジ ョ ン 情 報 が 異 な る 場 合 に プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 上 記 送 信 手 段 は 、 前 記 送 信 し よ う と し て い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 が 前 記
端 末 側 装 置 に 保 持 さ れ て い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 よ り も 新 し い 場 合 に プ ロ グ ラ ム
を 送 信 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 上 記 情 報 取 得 手 段 が プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を 取 得 す る 前 に 待 機 す る 時 間 は 、 少
な く と も 数 十 分 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 中 央 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 と 、 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 通 信 回 線 を
介 し て 接 続 さ れ た 端 末 側 装 置 と 、 を 含 む テ レ メ ー タ シ ス テ ム で あ っ て 、 前 記 端 末 側 装 置 は
、 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と 、 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た プ
ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 通 知 す る 、 バ ー ジ ョ ン 情 報 通 知 手 段 と 、 前 記 セ ン タ 側 装 置 か
ら 送 信 さ れ る 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム と は 異 な る バ ー ジ ョ ン の プ ロ グ ラ ム
を 受 信 す る 受 信 手 段 と 、 を 備 え 、 前 記 セ ン タ 側 装 置 は 、 プ ロ グ ラ ム を 記 憶 す る 記 憶 手 段 と
、 前 記 端 末 側 装 置 か ら プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 取 得 す る 情 報 取 得 手 段 と 、 前 記 取 得
し た バ ー ジ ョ ン 情 報 と 、 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 と を 比 較
し 、 バ ー ジ ョ ン が 異 な る 場 合 に 、 前 記 端 末 側 装 置 に 対 し て 前 記 記 憶 手 段 に 記 憶 さ れ た プ ロ
グ ラ ム を 送 信 す る 送 信 手 段 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 中 央 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 と 、 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 通 信 回 線 を
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介 し て 接 続 さ れ た 端 末 側 装 置 と 、 を 含 む テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 制 御 方 法 で あ っ て 、 前 記 セ
ン タ 側 装 置 が 、 前 記 端 末 側 装 置 に 対 し て プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 プ ロ グ ラ
ム を 送 信 し て か ら 所 定 時 間 経 過 後 に 、 送 信 し た プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を シ ョ ー ト メ ッ セ
ー ジ サ ー ビ ス を 利 用 し て 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 中 央 集 中 監 視 を 行 う セ ン タ 側 装 置 と 、 前 記 セ ン タ 側 装 置 に 通 信 回 線 を
介 し て 接 続 さ れ た 端 末 側 装 置 と 、 を 含 む テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 制 御 プ ロ グ ラ ム で あ っ て 、
前 記 セ ン タ 側 装 置 が 、 前 記 端 末 側 装 置 に 対 し て プ ロ グ ラ ム を 送 信 し 、 前 記 プ ロ グ ラ ム を 送
信 し て か ら 所 定 時 間 経 過 後 に 、 送 信 し た プ ロ グ ラ ム に 関 す る 情 報 を シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ サ
ー ビ ス を 利 用 し て 取 得 す る 処 理 を 実 行 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 （ 以 下 、 実 施 形 態 と い う ） を 、 図 面 に 従 っ て
説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 に か か る テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 構 成 図 が 示 さ れ る 。 図 １ に お い て 、 端
末 側 装 置 １ ０ と セ ン タ 側 装 置 １ ２ と は 、 無 線 回 線 １ ４ を 介 し て 接 続 さ れ て い る 。 な お 。 無
線 回 線 の 代 わ り に 有 線 回 線 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 端 末 側 装 置 １ ０ は 、 計 測 部 １ ６ 、 通 信 部 １ ８ 、 端 末 側 制 御 部 ２ ０ 及 び 記 憶 部 ２ １ を
含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 計 測 部 １ ６ は 、 所 定 の 計 測 対 象 項 目 を 計 測 す る 処 理 を 実 行 す る 。 こ の 計 測 対 象 項 目 に は
、 例 え ば 端 末 側 装 置 １ ０ が 自 動 販 売 機 に 設 置 さ れ て い る 場 合 に は 、 自 動 販 売 機 の 売 上 数 量
そ の 他 の 稼 働 情 報 等 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 通 信 部 １ ８ は 、 公 知 の 方 法 に よ り セ ン タ 側 装 置 １ ２ と 通 信 し て 各 種 情 報 を や り 取 り す る
機 能 を 実 現 し て い る 。 こ の 情 報 に は 、 例 え ば セ ン タ 側 装 置 １ ２ か ら 端 末 側 装 置 １ ０ に ダ ウ
ン ロ ー ド す る プ ロ グ ラ ム 、 そ の プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 及 び 本 実 施 形 態 に か か る 端 末
側 装 置 １ ０ が 自 動 販 売 機 に 設 置 さ れ て い る 場 合 の 自 動 販 売 機 の 売 り 上 げ そ の 他 の 稼 働 情 報
等 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 端 末 側 制 御 部 ２ ０ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 処 理 装 置 ） を 含 ん で 構 成 さ れ 、 上 記 計 測 部 １ ６ 及 び
通 信 部 １ ８ と デ ー タ の や り 取 り を 行 い な が ら こ れ ら の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 記 憶 部 ２ １ は 、 例 え ば 端 末 側 制 御 部 ２ ０ の 作 業 用 の Ｒ Ａ Ｍ 、 不 揮 発 性 メ モ リ と し て の フ
ラ ッ シ ュ メ モ リ 、 磁 気 記 憶 媒 体 等 で 構 成 さ れ て お り 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ か ら ダ ウ ン ロ ー ド
さ れ た プ ロ グ ラ ム 、 端 末 側 制 御 部 ２ ０ の 動 作 用 プ ロ グ ラ ム 及 び 計 測 部 １ ６ が 測 定 し た 測 定
結 果 等 を 格 納 す る 。 な お 、 端 末 側 制 御 部 ２ ０ の 動 作 用 プ ロ グ ラ ム と し て は 、 上 記 セ ン タ 側
装 置 １ ２ か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ た プ ロ グ ラ ム が 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ は 、 通 信 部 ２ ２ 、 記 憶 部 ２ ４ 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ 及 び 計 時 部
２ ８ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 通 信 部 ２ ２ は 、 公 知 の 方 法 に よ り 端 末 側 装 置 １ ０ と 通 信 し て 、 上 述 し た 各 種 情 報 を や り
取 り す る 機 能 を 実 現 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 記 憶 部 ２ ４ は 、 例 え ば セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ の 作 業 用 の Ｒ Ａ Ｍ 、 不 揮 発 性 メ モ リ と し て の
フ ラ ッ シ ュ メ モ リ 、 磁 気 記 憶 媒 体 等 で 構 成 さ れ て お り 、 上 記 端 末 側 装 置 １ ０ の ア ド レ ス 情
報 、 電 話 番 号 、 端 末 側 装 置 １ ０ に ダ ウ ン ロ ー ド す る プ ロ グ ラ ム 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ の 動
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作 用 プ ロ グ ラ ム 及 び 端 末 側 装 置 １ ０ か ら 取 得 し た 稼 働 情 報 等 を 格 納 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ 中 央 処 理 装 置 ） を 含 ん で 構 成 さ れ 、 上 記 通 信 部 ２ ２ 、
記 憶 部 ２ ４ 及 び 計 時 部 ２ ８ と デ ー タ の や り 取 り を 行 い な が ら こ れ ら の 動 作 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 計 時 部 ２ ８ は 、 公 知 の 方 法 に に よ り セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ が 使 用 す る 時 刻 情 報 を 発 生 す る
。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ２ に は 、 上 記 セ ン タ 側 装 置 １ ２ 機 能 ブ ロ ッ ク 図 が 示 さ れ る 。 図 ２ に お い て 、 送 信 部 ３
０ は 、 通 信 部 ２ ２ 及 び セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ に よ り 構 成 さ れ 、 記 憶 部 ２ ４ に 格 納 さ れ た プ ロ
グ ラ ム を 端 末 側 装 置 １ ０ に 送 信 す る 機 能 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 通 信 状 態 確 認 部 ３ ２ も 、 通 信 部 ２ ２ 及 び セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ に よ り 構 成 さ れ 、 端 末 側 装
置 １ ０ と セ ン タ 側 装 置 １ ２ と の 間 の 通 信 状 態 を 確 認 す る 機 能 を 有 す る 。 こ の 通 信 状 態 は 、
通 信 部 ２ ２ が 端 末 側 装 置 １ ０ か ら 受 信 す る 受 信 信 号 強 度 表 示 信 号 （ Ｒ Ｓ Ｓ Ｉ ） 、 受 信 信 号
の フ レ ー ム エ ラ ー レ ー ト （ Ｆ Ｅ Ｒ ） 等 を 使 用 し て 確 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 情 報 取 得 部 ３ ４ は 、 通 信 部 ２ ２ 及 び セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ に よ り 構 成 さ れ 、 上 記 端 末 側 装
置 １ ０ に 送 信 し た プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 端 末 側 装 置 １ ０ か ら 取 得 す る 機 能 を 有 す
る 。 こ の 場 合 、 端 末 側 装 置 １ ０ は 、 例 え ば シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス を 利 用 し て バ ー ジ
ョ ン 情 報 を 送 信 す る の が 好 適 で あ る 。 こ れ に よ り 、 端 末 側 装 置 １ ０ 側 の 通 信 コ ス ト を 抑 制
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ に は 、 上 記 セ ン タ 側 装 置 １ ２ の 動 作 例 の フ ロ ー が 示 さ れ る 。 ま た 、 図 ４ に は 、 上 記
端 末 側 装 置 １ ０ の 動 作 例 の フ ロ ー が 示 さ れ る 。 図 ３ 及 び 図 ４ で は 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ か ら
端 末 側 装 置 １ ０ に プ ロ グ ラ ム を ダ ウ ン ロ ー ド し た 後 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ の 要 求 に 応 じ て 端
末 側 装 置 １ ０ か ら プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 送 信 す る 際 の 動 作 例 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ に お い て 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ に お け る 送 信 部 ３ ０ の 機 能 と し て 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２
６ が 記 憶 部 ２ ４ か ら 読 み 出 し た プ ロ グ ラ ム を 、 通 信 部 ２ ２ 、 通 信 回 線 １ ４ 及 び 通 信 部 １ ８
を 介 し て 端 末 側 装 置 １ ０ に 送 信 し 、 ダ ウ ン ロ ー ド す る （ Ｓ １ ） 。 こ の ダ ウ ン ロ ー ド の た め
の 通 信 は 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ が 記 憶 部 ２ ４ か ら 端 末 側 装 置 １ ０ の 電 話 番 号 を 取 得 し て 行
わ れ る 。 な お 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 経 由 で 上 記 プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る 場 合 に は 、 電 話 番 号 の 代
わ り に 端 末 側 装 置 １ ０ の ア ド レ ス 情 報 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ４ に お い て 、 端 末 側 装 置 １ ０ の 通 信 部 １ ８ が セ ン タ 側 装 置 １ ２ か ら の 着 信 を 検 知 す る
と （ Ｓ １ １ ） 、 端 末 側 制 御 部 ２ ０ が 着 信 の 内 容 を 解 析 し 、 上 記 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド
か 否 か を 確 認 す る （ Ｓ １ ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｓ １ ２ に お い て 、 着 信 信 号 が 上 記 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド で あ る と 判 断 す る と 、 端 末
側 制 御 部 ２ ０ は 、 ダ ウ ン ロ ー ド さ れ た プ ロ グ ラ ム を 記 憶 部 ２ １ に 格 納 し （ Ｓ １ ３ ） 、 端 末
側 制 御 部 ２ ０ の 動 作 用 プ ロ グ ラ ム と し て 使 用 す る 。 な お 、 端 末 側 制 御 部 ２ ０ が ダ ウ ン ロ ー
ド さ れ た プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 確 認 し 、 現 在 使 用 し て い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ
ン よ り も 新 し い プ ロ グ ラ ム で あ る 場 合 に 動 作 用 プ ロ グ ラ ム と し て 使 用 す る 構 成 と す る の が
好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 図 ３ に お い て 、 上 記 プ ロ グ ラ ム を 端 末 側 装 置 １ ０ に 送 信 し た 後 、 計 時 部 ２ ８ が 発
生 す る 時 刻 情 報 が 所 定 の 情 報 確 認 時 刻 に な る と （ Ｓ ２ ） 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ は 、 通 信 部
２ ２ を 介 し て 端 末 側 装 置 １ ０ の 通 信 部 １ ８ が 受 け 取 っ た プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 要
求 す る た め の 要 求 信 号 を 端 末 側 装 置 １ ０ に 送 信 す る （ Ｓ ３ ） 。 こ の 情 報 確 認 時 刻 は 、 プ ロ
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グ ラ ム の 送 信 後 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ が バ ー ジ ョ ン 情 報 を 取 得 す る 前 に 待 機 す る 時 間 を 決 定
す る も の で あ り 、 端 末 側 装 置 １ ０ の プ ロ グ ラ ム 受 信 、 イ ン ス ト ー ル 等 の 処 理 に 要 す る 時 間
を 勘 案 し て 、 プ ロ グ ラ ム の 送 信 か ら 少 な く と も 数 十 分 後 と す る の が 好 適 で あ る 。 ま た 、 上
記 要 求 信 号 に は 、 端 末 側 装 置 １ ０ が 設 置 さ れ た 装 置 の 稼 働 情 報 等 を 送 受 信 す る 通 常 の 信 号
と は 異 な る 信 号 で あ る こ と を 識 別 す る た め の 識 別 情 報 （ マ ー カ ） を 付 加 す る 。 要 求 信 号 の
発 信 に は 、 例 え ば Ｕ Ｕ Ｉ （ ユ ー ザ 間 情 報 通 知 ） 等 を 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 再 び 図 ４ に お い て 、 端 末 側 装 置 １ ０ の 通 信 部 １ ８ が セ ン タ 側 装 置 １ ２ か ら の 着 信 を 検 知
す る と （ Ｓ １ １ ） 、 端 末 側 制 御 部 ２ ０ が 着 信 の 内 容 を 解 析 し 、 上 記 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ
ー ド か 否 か を 確 認 す る （ Ｓ １ ２ ） 。 こ こ で は 、 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド で は な い の で 、
次 に 端 末 側 制 御 部 ２ ０ が 、 上 記 要 求 信 号 の 着 信 で あ る か 否 か を 確 認 す る （ Ｓ １ ４ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｓ １ ４ に お い て 、 着 信 信 号 が 上 記 要 求 信 号 で あ る と 判 断 す る と 、 端 末 側 制 御 部 ２ ０ は 、
セ ン タ 側 装 置 １ ２ か ら ダ ウ ン ロ ー ド さ れ 、 記 憶 部 ２ １ に 格 納 し た プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン
情 報 を 取 得 し 、 通 信 部 １ ８ を 介 し て セ ン タ 側 装 置 １ ２ に こ の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 送 信 す る （
Ｓ １ ５ ） 。 こ の 場 合 の 端 末 側 制 御 部 ２ ０ 及 び 通 信 部 １ ８ が 、 本 発 明 の バ ー ジ ョ ン 情 報 通 知
手 段 と し て 機 能 す る 。 ま た 、 バ ー ジ ョ ン 情 報 の 送 信 処 理 は 、 例 え ば シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ サ
ー ビ ス を 利 用 し て 行 え ば 、 通 信 コ ス ト を 削 減 で き る 。 バ ー ジ ョ ン 情 報 の 送 信 処 理 が 終 了 す
る と 、 通 信 部 １ ８ は 、 通 信 を 切 断 す る （ Ｓ １ ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 な お 、 Ｓ １ ４ に お い て 、 着 信 信 号 が 要 求 信 号 で は な い と 判 断 し た 場 合 に は 、 稼 働 情 報 を
要 求 す る 通 常 の 着 信 で あ る と 判 断 し 、 所 定 の 稼 働 情 報 を セ ン タ 側 装 置 １ ２ に 送 信 す る 処 理
を 実 行 す る （ Ｓ １ ７ ） 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 図 ３ に 戻 り 、 以 上 の 図 ４ に 示 さ れ た 端 末 側 装 置 １ ０ の 動 作 に よ り 、 セ ン タ 側 装 置
１ ２ の 通 信 部 ２ ２ が バ ー ジ ョ ン 情 報 を 所 定 時 間 以 内 に 受 信 で き た か 否 か を セ ン タ 側 制 御 部
２ ６ が 判 断 す る （ Ｓ ４ ） 。 バ ー ジ ョ ン 情 報 を 受 信 で き た 場 合 に は 、 情 報 取 得 部 ３ ４ の 機 能
と し て 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ が 、 受 信 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 を 記 憶 部 ２ ４ に 格 納 す る （ Ｓ ５
） 。 一 方 、 バ ー ジ ョ ン 情 報 を 受 信 で き な か っ た 場 合 に は 、 Ｓ ５ の ス テ ッ プ を ス キ ッ プ し て
Ｓ ６ に 進 む 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ は 、 バ ー ジ ョ ン 情 報 の 受 信 が で き た か 否 か 、 受 信 し た バ ー ジ
ョ ン 情 報 が 予 定 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 で あ る か 否 か 等 に 基 づ き 、 管 理 者 へ の 通 知 が 必 要 か 否
か を 判 断 す る （ Ｓ ６ ） 。 例 え ば 、 バ ー ジ ョ ン 情 報 を 受 信 で き な か っ た 場 合 に は 管 理 者 へ の
通 知 が 必 要 と 判 断 し 、 受 信 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 が 予 定 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 と 異 な る 場 合 は
、 管 理 者 へ の 通 知 を 行 わ ず 、 再 度 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 を 実 行 す る 等 の 判 断 を 行
う 。 た だ し 、 ダ ウ ン ロ ー ド を 再 実 行 し て も 、 端 末 側 装 置 １ ０ か ら 予 定 し た バ ー ジ ョ ン 情 報
が 得 ら れ な い 場 合 に は 、 管 理 者 へ の 通 知 が 必 要 と 判 断 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ は 、 管 理 者 へ の 通 知 が 必 要 と 判 断 し た と き に は 、 端 末 側 装 置 １ ０ か
ら バ ー ジ ョ ン 情 報 を 受 信 で き な い 旨 、 ま た は バ ー ジ ョ ン 情 報 が 予 定 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 と
異 な る 旨 を 管 理 者 に 通 知 す る （ Ｓ ７ ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 一 方 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ は 、 Ｓ ６ に お い て 管 理 者 へ の 通 知 が 不 要 と 判 断 し た と き に は
、 そ の 他 の 処 理 が 必 要 か 否 か を 判 断 す る （ Ｓ ８ ） 。 こ こ で 、 そ の 他 の 処 理 と は 、 例 え ば プ
ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 の 再 実 行 等 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 Ｓ ８ に お い て 、 そ の 他 の 処 理 を 必 要 と 判 断 す る と 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ は 、 当 該 処 理 を
実 行 し （ Ｓ ９ ） 、 不 要 と 判 断 し た 場 合 に は 、 当 該 処 理 を 実 行 せ ず に 動 作 を 終 了 す る 。 な お
、 そ の 他 の 処 理 が 、 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 を の 再 実 行 の 場 合 に は 、 Ｓ １ か ら の 動
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作 を 繰 り 返 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 以 上 に よ り 、 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド 処 理 及 び セ ン タ 側 装 置 １ ２ に よ る バ ー ジ ョ ン 情
報 の 取 得 処 理 が 実 行 さ れ る 。 こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ に よ
り 端 末 側 装 置 １ ０ が 受 け 取 っ た プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 取 得 す る こ と が で き る 。 こ
の た め 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ に お い て 、 端 末 側 装 置 １ ０ か ら 取 得 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 に 基 づ
き 、 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド が 適 切 に 行 わ れ た か 否 か を 一 括 管 理 す る こ と が で き る 。 従
っ て 、 端 末 側 装 置 １ ０ が 複 数 あ る 場 合 に も 、 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド の 成 功 、 不 成 功 を
セ ン タ 側 装 置 １ ２ で 容 易 に 管 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ま た 、 端 末 側 装 置 １ ０ か ら セ ン タ 側 装 置 １ ２ へ の バ ー ジ ョ ン 情 報 の 通 知 に は 、 シ ョ ー ト
メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス 等 を 利 用 す る の で 、 端 末 側 装 置 １ ０ 側 の 通 信 コ ス ト を 低 減 す る こ と が
で き る 。 さ ら に 、 上 記 シ ョ ー ト メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス 等 の 電 子 メ ー ル を 使 用 す る こ と に よ り
、 着 呼 、 オ フ フ ッ ク 、 通 話 、 オ ン フ ッ ク 等 の 状 態 遷 移 処 理 を 行 う 必 要 が な く な る の で 、 端
末 側 装 置 １ ０ 及 び セ ン タ 側 装 置 １ ２ の 構 成 が 簡 易 化 で き 、 通 信 時 間 の 短 縮 化 も 図 る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ５ に は 、 上 記 セ ン タ 側 装 置 １ ２ の 動 作 フ ロ ー に つ い て の 変 形 例 が 示 さ れ る 。 図 ５ に お
い て 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ か ら 端 末 側 装 置 １ ０ に プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る 前 に 、 図 ３ の Ｓ ３ で
述 べ た 要 求 信 号 を 端 末 側 装 置 １ ０ に 送 信 す る （ Ｓ １ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 要 求 信 号 に よ り 、 図 ４ の Ｓ １ １ か ら Ｓ １ ６ の ス テ ッ プ に 従 っ て 、 端 末 側 装 置 １ ０ が
保 持 し て い る 現 在 使 用 中 の プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 を 、 端 末 側 装 置 １ ０ か ら セ ン タ 側
装 置 １ ２ が 取 得 す る （ Ｓ １ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 セ ン タ 側 装 置 １ ２ で は 、 セ ン タ 側 制 御 部 ２ ６ が 、 上 記 取 得 し た バ ー ジ ョ ン 情 報 と 端 末 側
装 置 １ ０ に 送 信 し よ う と し て い る プ ロ グ ラ ム の バ ー ジ ョ ン 情 報 と を 比 較 し 、 こ れ ら が 異 な
る か 否 か を 確 認 す る （ Ｓ １ ０ ３ ） 。 バ ー ジ ョ ン 情 報 が 異 な る 場 合 は 、 端 末 側 装 置 １ ０ の 記
憶 部 ２ １ に 保 持 さ れ た プ ロ グ ラ ム と は 異 な る バ ー ジ ョ ン （ 新 バ ー ジ ョ ン ま た は 旧 バ ー ジ ョ
ン ） の プ ロ グ ラ ム を 送 信 し よ う と し て い る と 判 断 し 、 図 ３ の Ｓ １ の ス テ ッ プ に 移 行 し て プ
ロ グ ラ ム を 端 末 側 装 置 １ ０ に 送 信 す る 。 図 ３ の Ｓ １ で ダ ウ ン ロ ー ド さ れ た プ ロ グ ラ ム は 、
端 末 側 装 置 １ ０ の 通 信 部 １ ８ に よ り 受 信 さ れ 、 端 末 側 制 御 部 ２ ０ が 記 憶 部 ２ １ に 格 納 す る
。 こ の 場 合 の 通 信 部 １ ８ 及 び 端 末 側 制 御 部 ２ ０ が 、 本 発 明 の 受 信 手 段 と し て 機 能 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 一 方 、 バ ー ジ ョ ン 情 報 が 異 な ら な い 場 合 に は 、 プ ロ グ ラ ム の 送 信 を 中 止 す る （ Ｓ １ ０ ４
） 。 バ ー ジ ョ ン 情 報 が 異 な ら な い 場 合 は 、 端 末 側 装 置 １ ０ で 現 在 使 用 中 の プ ロ グ ラ ム と 同
じ バ ー ジ ョ ン の プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る こ と に な る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 の 動 作 に よ り 、 プ ロ グ ラ ム を 無 駄 に 送 信 す る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 図 ６ に は 、 上 記 セ ン タ 側 装 置 １ ２ の 動 作 フ ロ ー に つ い て の 他 の 変 形 例 が 示 さ れ る
。 図 ６ に お い て 、 セ ン タ 側 装 置 １ ２ か ら 端 末 側 装 置 １ ０ に プ ロ グ ラ ム を 送 信 す る 前 に 、 図
２ に 示 さ れ た 通 信 状 態 確 認 部 ３ ２ が 、 端 末 側 装 置 １ ０ と セ ン タ 側 装 置 １ ２ と の 間 の 通 信 状
態 を 確 認 す る （ Ｓ ２ ０ １ ） 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 Ｓ ２ ０ １ に お い て 、 上 記 通 信 状 態 が 所 定 レ ベ ル 以 上 の 場 合 に は 、 図 ３ の Ｓ １ か ら の ス テ
ッ プ を 実 行 す る 。 一 方 、 上 記 通 信 状 態 が 所 定 レ ベ ル よ り 低 い 場 合 に は 、 通 信 状 態 が 所 定 レ
ベ ル 以 上 に 回 復 す る ま で 待 機 す る （ Ｓ ２ ０ ２ ） 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 以 上 の 動 作 に よ り 、 プ ロ グ ラ ム を ダ ウ ン ロ ー ド す る 前 に 端 末 側 装 置 １ ０ と セ ン タ 側 装 置
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１ ２ と の 間 の 通 信 状 態 を 確 認 す る の で 、 プ ロ グ ラ ム の ダ ウ ン ロ ー ド エ ラ ー の 発 生 を 抑 制 す
る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に か か る テ レ メ ー タ シ ス テ ム の 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 さ れ た セ ン タ 側 装 置 の 機 能 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 さ れ た セ ン タ 側 装 置 の 動 作 例 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 さ れ た 端 末 側 装 置 の 動 作 例 の フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ に 示 さ れ た セ ン タ 側 装 置 の 動 作 フ ロ ー に つ い て の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ に 示 さ れ た セ ン タ 側 装 置 の 動 作 フ ロ ー に つ い て の 他 の 変 形 例 を 示 す 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 １ ０ 　 端 末 側 装 置 、 １ ２ 　 セ ン タ 側 装 置 、 １ ４ 　 無 線 回 線 、 １ ６ 　 計 測 部 、 １ ８ 、 ２ ２
　 通 信 部 、 ２ ０ 　 端 末 側 制 御 部 、 ２ １ 、 ２ ４ 　 記 憶 部 、 ２ ６ 　 セ ン タ 側 制 御 部 、 ２ ８ 　 計
時 部 、 ３ ０ 　 送 信 部 、 ３ ２ 　 通 信 状 態 確 認 部 、 ３ ４ 　 情 報 取 得 部 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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